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1. はじめに
非対称情報の問題は，隠された知識と隠された行為の２つに大別される。
































































































































目的が一致しない原因として，以下が考えられる (Lambert and Larcker














































































































































Brickley, Bhagat and Lease (1985) は，成果報酬制度の導入を公表する
と，企業の株価が上昇することを示して，この制度の利得を実証的に検証


































































































































に，株主も只乗りする可能性がある。ある企業を V 0(V )に評価する部
外者が，自分の評価に見合った価格で株式を購入することを提案して公開





























































買い増す権利を与える毒薬錠 poison pill を設定しておくことや，敵対的































Ruback (1983), Jarrell, Brickley, and Nether (1988) 等）と，否定的な結論（Lev
(1983), Firth (1980), Crowling, Stonemsan, Cubbin, Hall, Domberger, and Dutton
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